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富 山 医科薬科大学保健医学教室
は じ め に
医学部の新入生 を 対象 に 医学に 関す る 入門 的学科
目 （Early exposure ） と し て 医学概論が 多 く の大学
で開設さ れ て い る 。 本学では 医学 と 薬学 の 両学部 を
有す る と い う 特徴 を ふ ま え ， 両学部の新入生に 将来
の医療人 と し て 学 ぶ動機， な ら びに そ の 内容 に つ い
て の吟味 を お こ な わせ る 学科 目 と し て 医薬学概論が
開学以来継続 さ れて い る 。 さ ま ざま な 試行を 経 な が
ら こ の学科 目 に 対す る 学生諸君の 自 主的 な 係 わり 方
が取 り 入れ ら れ て き て い る が， 今 回 は 私が携 わっ た
年度以降の医学科に お け る 医薬学概論に つ い て 述 べ
た い 。
医学科に お け る 医薬学概論
（昭和62年度一平成 5年度）
昭和62年度に 本学 に お け る 医薬学概論は ， 過 去の
実績 を 考 慮、 し つつ ， い く つか の点 で改正が試み ら れ
た 。 ま ず， 医薬学概論の最初の 3 回 は 医 ・ 薬 両学部
学生が合同 で学長 ・ 両副学長 の 講義 を 受 け ， そ の後
は 両 学部別 々 に 行われ る こ と と な っ た 。 こ と あ と 医
学科では 医学概論 と し て 引き 継がれ， そ の 冒頭 で は ，
医学部入学の動機 を 話題 と し て 「 医学 を め ざす 者」
を 取 り あ げ， 学生数 人 を 選 び本学志望 に い た っ た 経
過 な ど を 発表 し ， そ れに 対す る 意 見交換がお こ な わ
れ る よ う に な っ た 。
引き 続 い て 生命 の 誕生か ら タ ー ミナ ルに い た る 人
生 の各 ス テ ー ジ に そ っ て 医学部教 官に よ る 話題提供
と そ れ に 基づ く 講義が， 各 コ ー ディ ネ ー タ が参加 を
要 請し た 教 官も 加 っ て 行われ て い る 。 参考 ま でに 平
成 5 年度の 医薬学概論の 日 程 を 表 1 に 示 し た 。 毎年，
生命の 誕生 の フ ィルム 上映な どか ら 始 ま っ て ， 基礎
医学， 臨床医学そ し て 社会医学に お け る 今 日 的話題
が コ ー ディ ネ ー タ の も と に 複数の教 官か ら 提供 さ れ，
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表 1 平成 5 年度 医薬学概論 日 程表
医薬合同 （ 大講義室 ：10 : 50～ 12 : 30) 
第 1 回 4 月 20 日 （刈 山 崎 学 長
第 2 回 4 月 27 日 （火 ） 佐々 木 副学長
第 3 回 5 月 1 1 日 （刈 中 西 副 学長
医学部単独 （ 202講義室 ： 10 : 50 ～1 2 : 30 ) 
第 l回 5 月 18 日 （刈
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
高久 ・ 倉知 両教授
医学 を 目 指す 者 （ I ) 滝j畢教授
第 2 回 5 月 25 日 （刈
医学 を 目 指す 者 （ II ) 滝津教授
第 3 回 6 月 1 日 （刈
生 命 の 誕生 … … （ コ ー ディ ネ ー タ ：
泉教授 ）
第 4 回 6 月 8 日 引く）
分子生物学の基礎医学への応用 ・ －
（ コ ー ディ ネ ー タ ： 村 口 教授 ）
エイ ズ研究の最前線
第 5 回 6 月 15 日 （火 ）
画像診断の最先端… … （ コ ー ディ ネ
ー タ ： 柿下教授 ）
第 6 回 6 月 22 日 （火 ）
高齢化社会の 医学への期待… － （ コ
ーディ ネ ー タ ：鏡 森教授 ）
第 7 回 6 月 29 日 （刈
Early exposure 実 習
第 8 回 7 月 6 日 （刈
医療 に お け る 看護の役割… … （ コ ー
ディ ネ ー タ ： 滝j畢教授 ）
第 9 回 7 月 13 日 （火 ）
医学教育 と そ の課程… … （ コ ー デイ
ネ ー タ ： 倉知教授 ）
本学 卒葉生参加
第10回 7 月 20 日 （火 ） 〔大講義室 〕
救急 蘇生実習 ・ ・・・ ・ ・ 伊藤教授
一体 験実習 （ 夏休み ）ー
第 1 1 回 9 月 7 日 （火 ）
実習報告会
第 12回 9 月 14 日 （火 ）
実 習 報告会
鏡 森 定 信
高齢期 ・ 終末期 に 関す る も の で終 わっ て い る 。 そ れ
以 前 の 5 年 間 を ふ り 返る と ， 基礎医学の話題 と し て
は ， 最新の医学 最近の脳研究の進 歩一 （ 昭和63年，
コーデ ィ ネ ータ 小野教授 ） ， ミク ロ の 医学 （ 平成
元年， コ デー ィ ネ ー タ 高屋教授 ） ， 医学に お け る
分子生物学 （ 平成 2 年， コ ーデ ィ ネ ー タ 平賀教授 ） ，
微小循環一形 態 と 機能一 （ 平成 3 年， コ ー デ ィ ネ ー
タ 大 谷教授 ） ， 分子生物学の 基礎医学への 応、用 （ 平
成 4 年， ヨー デ ィ ネ ータ 白 木教授 ） が取 り 上げ ら
れ た 。 ま た ， 臨床医学か ら は 第三の 医学ー リ ハ ビリ
テ ー シ ョ ン は 何を 目 指すか ー （ 昭和63 年， コー デ ィ
ネ ー タ 辻教授 ） ， 老化 （ 平成 元年， コ デー ィ ネー
タ 矢野教授 ） ， 海外に お け る 日 本 人 医 師の 活動 （平
成 2 年， コ ー デ ィ ネ ー タ 山 本教授 ） ， 画像診断の
最先端 学 （ 平成 2 年， コ ー デ ィ ネ ー タ 渡辺教授 ），
画像診断の最先端 （ 平成 4 年 ， コ ー デ ィ ネ ー タ 柿
下教授 ） の 話題提供があ っ た 。 社会医学お よ び関 連
分野か ら の話題 と し て は 献体 を め ぐ っ て （ 昭和63年，
コ ー デ ィ ネ ー タ 松田教授 ） ， 死 と 献体 と 奉仕 （ 平
成 元年， コ デー ィ ネ ー タ 滝津教授 ） ， 医学 と 社会
（ 平成 2 年， コ ーデ ィ ネ ー タ 鏡森教授 ） ， 医療 の
あ ゆ み と 医 師 （ 平成 3 年， コ デー ィ ネ ー タ 滝津教
授 ） ， 高齢化社会の医学への期待 （ 平成 3 年 お よ び
平成 4 年， コ ー デ ィ ネ ー タ 鏡森教授 ） ， 医療 に お
け る 看護の役割 （ 平成 4 年， コ ー デ ィ ネ ータ 諸橋
教授 ） が取 り 上げ ら れ た 。
なお， 生 命 の 誕生に つ い て は 岡 田 教授 と 泉教授に
1 年お き に コ ー デ ィ ネ ー タ を お 願い し て き て い る 。
ま た ， こ れ も 毎年本学の 卒業生に 参加 を 求 め て 行っ
て き た 医学教育 と そ の過程 に つ い て は 片 山 教授 （ 昭
和63年 一平成 3 年 ） ， 倉知教授 （ 平成 4 年 ） に コ ー
デ ィ ネ ー タ を お願い し た 。
こ の他にやや趣 を 異 に す る も の と し て 救 急 蘇生 法
実習が伊藤教授 に よ っ て 行われて い る 。 後述す る よ
う に ， 本医学 科の こ の学科 目 の特徴であ る 夏休み に
実施す る 介護体 験実習 に お い て は ， 一般的な 救急的
対応が必要 と な る 機会 に 遭遇す る か も 知 れ な い と の
考 え か ら であ る 。
夏期休暇中の介護体験実習
医学に 対す る 入門 コ ース であ る こ の概論に お い て ，
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学生諸君が主体 的に そ の意 図す る と こ ろ に 係わる よ
う な環境づ く り と し て ， 夏期休 暇中 の 介護体 験実 習
を 設定 し た 。 い ず れの教育に あ っ て も そ の構成要素
と し て 知 識， 技能， 態度の 3 つ が あ げ ら れて い る 。
医学概論 では 学生 と 教官と の討議を積 極的 に 取 り 入
れ て き て は い る が， 教室 内 では 講義形式 で実施 さ れ
る の で， ど う し て も 知 識偏重の き ら いがあ る 。 そ こ
で学生 自 らが参加 し ， 社会 と の繁り の な か で将来の
医 師と し て 求め ら れて い る 技能や態度 に つ い て も さ
ら に 学 ぶ場 と し て体 験実習 の導 入 を は か っ た 。 ど の
よ う な と こ ろ で体 験実習 をお願い す る か に つ い て は，
病 院 と い う 意見 も あ っ た が， 当時， 現在の よ う な 医
学概論 を 強 〈 指 向 き れて い た 解剖 学の故 松田教授が
遺伝相談を 通じ て ， 北陸 3 県 の重症 心身障害児（ 者 ）
施 設 の 方 々 と 親交があ っ た こ と か ら ま ず こ れ ら の施
設が候補 に あ が っ た 。 こ れに 私共が保健 ・ 福 祉行政
を 通じ て係 り の あ っ た特別養護考 人 ホ ー ム を 加 え て
体 験実習の場 と した 。 す な わち ， 病め る 人々 への専
門 技術的 な 対応 の以 前 に 求め ら れ る も の の教育 と い
う こ と で， 「生」 に 対し て 学生 自 身 に と も に 考 え き
せ る こ と を ね ら っ た か ら であ る 。
こ れ ら の施設に お け る 体 験と し て 食事， 入 浴， オ
ム ツ 交換の 介助 の 3 つ を 基本 的 な も の と し て ， そ の
他 は 各施設の実 状に 応 じ て お 願い し た 。 学生は 原 則
と し て 3 泊4 日で数 人の グル ープで実習 を 行っ た 。
こ の よ う な 条件 は 学生同志の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン に
よ り さ ら に 本学科 目 の教育効果の あ が る こ と を ね ら
っ て 決め ら れた 。 な お ， 各施設 では ， 医 師， 看護婦，
寮母， 社会福 祉関係者の な か から 実習 担 当者 を 決め
て 対応 し て い た だ い た 。 表 2 に 平成 5 年度の体 験実
習施設お よ び実 習期 間 など を 示 し た が， 昭和62年以
降 そ の 内容 は ほ ぼ同 じ であ る 。 こ れ ら の体 験実 習 を
行い ， さ ら に 実 習報告 書を作成 し ， そ れ を 各施設に
お 返し し て い る 。 医学生 と し て の 問題提起 を 含ん だ
報告 な ど も あ り ， 各施設の担 当者 に と っ て も 有意義
な もの と な っ て い る 。 学生に と っ て は 夏期休 暇の 一
部 を 削つて の， し か も か な り 体力 の い る 実習 で も あ
り ， 加 え て 重症心身障害 児 （ 者 ）， 寝た き り ・ 痴呆老
人 と の 出会 い は 心理的 に も き っ し そ う い う 意味 で
は heavy な 実習 と な っ て い る 。 そ の あ た り の事情 を
示す も の と し て 表 3 に 報告書の 一文 を あ げた 。 本体
験実習 に 対す る 意見 な ど を 学生や各施設の担 当者 に
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調査し て き て い る が， 表 4 に 示す よ う に 学生達 は そ
の 内容 を 改善し つつ， これ を 継続す る こ と を 支持 し
てい る 。 こ の こ と は施設側 に お い ても 同様で、あ り ，
実 習 の場 と し て新 た に 申し 込み を い た だ く 施設 も で
て き て い る 。 目 下こ の体 験実習 の た め の ガイ ド ラ イ
ン の よ う な も の の作成が求め ら れて い る 。
学概論の こ こ 数年の 経過 を ま と め た 。 地域社会 では
保健 ・ 医療 ・ 福 祉の 連携 に よ る 包括的 な サ ー ビス の
提供が 焦眉の 急 と な っ て い る 。 医師 と い う 専 門職 を
育 て る 医学科に あ っ て も 分化 と 統合 を 織 り 込ん だ教
育 に 関 し て学生の主体的 な 係 わり を 求めつっ さ ま ざ
ま な 改革が進ん で い る 。 Middle exposure そ し て
Late exposure な ど の 節 目 が き ち ん と そ の過 程に 組
み 込れ る こ と に よ り ， こ の Early exposure も さ ら
に 意 味 の あ る も の に な っ て い く も の と 確信し て い る 。
ま と め
Early exposure と い う こ と で 取 り 組 ま れ た 医薬
表 2 平成 5 年度医 薬学概論医学科体 験実習施設一覧
施 設 名
国 立 療 養 所
北 潟 病 院
国 立 療 養 所
医 王 病 院
国 立 療 養 所
七 尾 病 院
社 会 福 祉法人
め ひ の 野 園
社 会 福 祉法人
八 尾園 ・ 野積 園
医 療 法人 社 団
映 寿 会 病 院
社 会 福 祉法人
舟 見 寿 楽園
社 会 福 祉法人
新 川ヴィー ラ
社 会 福 祉法人
奇文 寿 苑
社 会 福 祉法人
エスポワ ルこすぎ
社 会 福 祉法人
射 水万葉苑
社 会 福 祉法人
鳳 R鳥 苑
社 会 福 祉法人
す わ 苑
社 会 福 祉法人
雨 晴 苑
社 会 福 祉法人
清 楽 国
社 会 福 祉法人
福 寿 園
医療法 人
富 山 城南 病 院
住 所
福井県坂井郡芦原 町北潟238 - 1
金沢市岩 出 町二一73
石川県七尾市 松百町ハ部3 1 
富 山 市西金屋6682
（ 八 ）婦 負郡八 尾町福 島 前 山 10
（ 野 ） 婦 負郡八 尾町上ヶ島313
金沢市南新保 町ル 5ー3
下新川郡入善 町舟見1664
魚津市大光寺450
富 山 市今泉514
射水郡小杉 町池多822
新 湊市 朴木21 1 -1
高岡市 蔵野 町3
氷見市 柳田 字諏訪野3892 1 
高岡市太 田赤 尾谷 内58
小 矢部市法 楽寺1880 1 
東砺波郡福 野 町松原678- 1
富 山 市 太郎丸1152
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期 間
7 月 26 日 （月）～ 7 月 29 日 休）
8 月 24 日 （刈 ～ 8 月 27 日 倒
7 月 20 日 （刈～ 7 月 23 日 働
7 月 20 日 （火） 7 月 24 目的
8 月 3 日 （刈～ 8 月 7 日 ω
7 月 20 日 （刈～ 7 月 23 日 掛
8 月 9 日 （月）～ 8 月 12 日 （木）
7 月 27 日 ω～ 7 月 30 日 幽
8 月 23 日 （月）～ 8 月 26 日 （木）
7 月 20 日 ω～ 7 月 23 日 幽
7 月 27 日ω～ 7 月 30 日 幽
7 月 28 日 む·）＼）～ 7 月 31 日 仕）
8 月 25 日 かJ＜）～ 8 月 28 日 仕）
8 月 10 日 （刈 ～ 8 月 13 日 幽
7 月 20 日 （刈～ 7 月 23 日 幽
7 月 20 日 （刈～ 7 月 23 日 幽
7 月2 0日 （刈～7 月 23 日 幽
7 月 20 日 （刈 ～ 7 月 24 日 仕）
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表 3 医学生の 介護体 験実 習感想文
実習中私は幾度となく沈黙した。 いや沈黙
を強いられたといった方がいいのかもしれな
い。 入浴の手伝いをしようと作業衣に着替え
て中に入ると， M君が膝を立てたまま私に何
かを伝えようと，イ本の奥から声をしは、り出す
ようにして言う。 ここの「障害者」の 人達もそ
うなのだけれども， 彼らが何かを言おうとす
るとき大変なエネルギーを消耗しているよう
に思われ， こちらはそれに圧倒されてしまう。
私は彼が何を言おうとしているのか理解でき
ず， 聞き返す。 すると彼は最初のときよりも
すごいエネルギーを使って， また言葉を発す
る。 こんなことを何度か繰り返しているうち
に， 私は彼の労力の大変さを考え， 途方にく
れ沈黙してしまう。 こちらの困惑ぶりを察し
たのか， 彼は膝で歩いていって作業用のサン
ダ、ルを履きやすいようにそろえ， 「エへへー」
とにっこりする。
私達はよく「障害者」とか「健常者」と言
う言葉を使う。 けれどもこれらの言葉は流動
的なものだと思う。
例えば私達が唖者の言葉を聴く耳を持って
いるとき， 唖者は唖者ではなく， 私達が彼ら
の言葉を聴く耳を持たない限りにおいて唖者
なのだ。 だから「障害者」の解放の問題は，
何よりもまず「健常者」の障害者性からの解
放の問題としてとらえる必要があるだろう。
「ここは本当に社会の縮図なんで、す」 と私
のいた病棟の婦長さんが言う。 「障害者」達
の家庭環境， ここの施設に入るまでに彼らが
たどった軌跡， 施設に預けてからの親達の彼
らに対する微妙な心の変化などを伺って， 私
は言葉を失って沈黙してしまう。 彼ら「障害
者」達は， 豊かさの中に浸りきっている私達
に， 私達の感性や理性の歪みや貧しさを映し
出してくれる鏡なのだと思ってしまう。
これは私達を担当してくださったN先生か
ら伺ったことだけれども， この施設に実習に
くる学生が次のような質問をよくするという。
「ここにいる障害者達は現状とたいして変
わらない生活を今後も続け， そしてここで死
んでいく。 しかも， そういう彼らの生活を維
持していくのに相当の費用がかかっていると
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いう。 そんな彼らに医療を施すどんな意義が
あるので、すかり
このような質問に対して， 私達は憲法の生
存権規定など， 近代的理性の観点からのいく
つかの答を持っている。
けれどもそれらの答はいずれも，「障害者」
が「障害者」 として生き続ける積極的な意味
を与えてはくれない。
「老いる」 ことに対する意味づけの場合も
そうだけれども， 生産性と効率の原理（能力
主義）に支配きれた近代的理性は， 「活力」，
「移動’性」， 「若々しさ」などにプラスの価値
を付与し， 「老いる」ことや「障害者である」
ことに対しては， 無能カ者としてマイナスの
価値付与をしてしまう。 しかし「障害者」の
解放の問題が， 何よりもまず「健常者」の障
害者性からの解放の問題であったように，
「障害者」の意味づけの問題は， 私達の生産
性と効率の原理に呪縛された意味づけからの
解放の問題なのだろう。 「障害者」の人々は
私達に， 私達の感性や理性の， あるいは近代
ヒューマニズムの限界線の陰画像を提示して
くれているのかもしれないのだ。
若葉病棟の廊下を歩いていると， 時々指導
員のK先生の陽気な歌声が聞こえてくる。 最
初のころは「重い現場」との落差を感じて戸
惑いを覚えた。 しかし， 先生のあの陽気な歌
は先生自身に対する励ましの歌だったのかも
しれない。 K先生に限らず， 一般に先生方は
明るかった。 たびたび沈黙しなけれは、ならな
かった私は， いったい自分はあの「重い現場」
からどんな歌や明るさを紡いでいけるのだろ
うかと， 保母さんの， K先生の体に顔をうず
めて私達との別れを悲しんでくれたO君の姿
を後にして， ふとそんなことを考えた。
今回の私達の実習の目的の一つは， 医療施
設において， 患者介護に実際に参加すること
を通して， 将来の医師像を採ることにあった。
それについて今言えることは， 患者さんた
ちとともに医療行為の持つ意味を探り合いな
がら， そこからエネルギーをもらい受けてい
けるような医師でありたい， ということであ
る。
鏡 森 定 信
表 4 介護体 験実習 に 対す る 学生の意見
（ 医学教育22巻 1 号， 1 991 よ り ）
1 . 後 輩が こ の体 験実 習 を 経 験す る こ と に ど の程度賛 成 です か （ % ）
"'4 寸」 年 大賛成 賛 成 ど ち ら で も な い 反 対
1 年 ；95人 （ 100% ) 
2 年 ；88人 ( 100% )
3 年 ；88人 （ 100%)  
qLA生1i cOA生A斗A 必斗ムρhUハ叫U 丹、UA斗AAせ 400司t ームワ山円δ
2 . こ の体 験実 習 の 改善点 を 思 い つ き ま すか （ % ）
= 寸－ 年 は い い い え
1 年 ；9 1 人 ( 100%)
2 年 ；84人 ( 100% )
3 年 ；8 1 人 （ 100% )
892 44『uqο 218 RυPOρhu 
注）本調査は体験実習を経験した過去3か年の医学生に対して実施された
ものである。 なお， 1年生は実施直後， 2 年および3年生はそれぞれ
の学年時に1年時の実習をふり返って回答してもらった。
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